賀茂祭と王朝文学 by 小山 利彦






























































たまひし御桟敷の前過ぎさせたまふほど、殿（道長のこと）の御膝に、 二所ながらすゑたてまつらせたまひて、 「こ 宮たち見たてまつらせたまへ」と申させた へば、御輿の
帷かたびら
より赤色











外祖父道長は敦成・敦良の二親王を両膝に据えて、桟敷から賀茂祭を見物しているという。五代 帝の斎院を務め、大斎院と称された村上皇女選子内親王に外孫の二親王を見せて、大斎院は御輿の帷ら道長の目論見に気付いた相図を送っている。大斎院からの贈歌ではめでたい賀茂祭において、双葉葵 ような両親王のお姿にお目にかかることができたことを喜んでいる。 「あふひ」 には賀茂祭の 「葵」
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苦しく、汗などもあえしを 今日はいととくいそぎ出でて、雲林院、知足院など とに立てる車ども、葵 桂ども うちなびきて見ゆる。日は出でたれども、空はなほうち曇りたるに、いみじういかで聞かむと目をさまし起きゐて待たるる郭公の、あまたさへあるにやと鳴きひびかすは、いみじうめでたしと思ふに、鶯の老いた 声して、かれに似せむと、ををしううち添へたるこそにくけれど、またを しけれ。 （以下略）
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は元輔を、面白いことを言って人を笑わせる翁である 語り伝えている。清少納言にも通じる性格である。元輔の祭の使としての内蔵の助は、宮中 賀茂明神に幣物を奉る役なのであ 。
 
『源氏物語』においては他の文学が描写する賀茂祭の路頭の儀の
みではない。本祭の前に斎行される御禊の儀（図１）も描写されている。斎院御禊は女性が行なう御禊として、もっ も神聖な祭祀である。天皇 あれば一代で一度の即位儀礼の大嘗祭御禊に当る。斎院が平安京地主神の 杖代となる聖女としての尊貴な存在 なる
平安中期には円融・花山・一条・三条・後一条という五代の天皇の御代に斎院を務め、 大斎院の称を冠
せられた選子内親王がおられる。
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内侍所の女官である、斎院御禊や賀茂祭の女人列にも内侍が奉仕している。奉仕している他の女人と異なり、女人列を総括する立場である女別当と共に、内侍は髪上げ（図２）という特別な装いをしている。 『紫式部日記絵巻』の敦成親王誕生の祝 の儀礼にお ても描
かれている、特徴ある御髪の形である。
 





においても『源氏物語』がこの賀茂祭祀を描いて るこ は刮目に価する事である。 『釈日本紀』 所収の 「山城国風土記逸文」 によれば、賀茂氏の氏祖、賀茂建角身命の娘賀
茂玉依媛が賀茂の御手洗、石川
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御阿礼に詣でたまふとて、 例の御方々いざなひきこえたまへど、なかなかさしもひきつづき 心やましきを思して、誰も誰もとまりたまひて、ことごとし ほどにもあらず、御車二十ばかりして、御前 どもくだくだしき人数多く 事そぎたるしもけはひこと り。
 
 
六条院の后がね、明石姫君の東宮入内は四月二十日過ぎのことである。その御礼参りのために紫の上は平安京地主神 賀茂明神 御生れに参詣している。誘いを受けた他 女君は単なる見物ではない、
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図４ 社頭に参入する勅使列 
図５ 勅使 内蔵使代より御祭文を受けとる 
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図６ 内蔵使より弊物を奉納する 
図７ 勅使 御祭文を奏す 
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段「舞は」の章段で 嚆矢として東遊びの「駿河舞、求子」を掲げ、「いとをかし と評している。舞そのものだけではなく、賀茂祭の舞楽であるが故の評価とも見なされる。勅使以下が退下する。糺の森の馬場 は走馬が執り行なわれる（図
13） 。
 
    
                      
図８ 返祝詞と案上の神禄 
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図９ 宮司 神禄を執って勅使に授ける 
図 10 馬寮使代 御馬を牽かせる 
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図 11 東遊の駿河舞 
図 12 東遊の求子 
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4  小学館新編日本古典文学全集版『枕草子』を用い、理解 便のため改字している個所がある。
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9  『中古 学』第八十七号所収シンポジウム 平安文学と地理」における拙稿「平安京地主神、賀茂明神 関わる文学空間」や、注
1掲載
図 13 賀茂祭走馬（於糺の森馬場） 
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の拙著所収
 二「賀茂の神の聖婚―『葵』と『逢ふ日』 」において、賀
茂信仰と北山の関わり、そして紫の上との関わりを論述している。
 
注
10  大日本古記録版『小右記』本文を用いる。
 
注
11  注
3の拙稿二九三頁に翻刻を掲載している。
 
注
12  注
3の拙稿二九五頁に翻刻を掲載している。
 
